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プレゼンテーションの内容 

１．2017年3月期 第1四半期 事業環境の概要 

２．2017年3月期 第1四半期 決算概要 

３．2017年3月期 業績見通し 



１．事業環境の概要 － 紙・板紙内需と輸出量 
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国内印刷・新聞用紙需要は低迷、板紙は堅調 

出所：日本製紙連合会 

※ 塗工印刷用紙には微塗工紙を含む 
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塗工紙・PPC用紙輸入量 (千ｔ) 

2017年3月期 

（数量：千ｔ） 

2016年4月～6月

数量 前期比 数量 前期比 数量 前期比

 新聞巻取紙 703  ▲4.2% 0  ▲56.4% 5  ▲60.6%

 印刷・情報用紙 1,835  ▲0.4% 175 18.0% 246  ▲21.0%
塗工印刷用紙※ 1,029  ▲1.1% 136 14.3% 93  ▲34.2%

非塗工／特殊印刷用紙 476 0.3% 28 39.5% 32  ▲12.7%

情報用紙 329 0.7% 11 19.8% 120  ▲9.3%

 合計 3,337  ▲0.8% 241 18.4% 262  ▲21.7%

 段ボール原紙 2,265 2.7% 85 20.2% 10  ▲45.5%

 紙器用板紙他 531 0.9% 5  ▲16.6% 67  ▲11.2%

 合計 2,796 2.3% 91 17.3% 77  ▲18.0%

紙・板紙合計 6,133 0.6% 332 18.1% 338  ▲20.9%

紙

 その他の紙

板

紙

  (包装・衛生・雑種紙等）
2.1%1120.0%

輸入国内 輸出

2016年4月～6月 国内メーカー販売実績

799 661.5%
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出所：日本製紙連合会、日本銀行「国内企業物価指数」 

１．事業環境の概要 － 品種別価格動向 
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印刷用紙の市況価格は漸減傾向 
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出所：古紙再生促進センター、原油＝Platts、石炭＝Global Coal Index 

１．事業環境の概要 － 主要原燃料価格動向 
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円高、原油高傾向継続 

古紙 チップ・パルプ 
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(単位:億円) 

２．決算概要 － 連結損益 
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売上高減・営業増益 

* 親会社株主に帰属する四半期純利益 

2017年3月期 
第1四半期実績 

2016年3月期 
第1四半期実績 

前年同期比 

増減額 増減率 

売上高 2,353 2,519 ▲166 ▲6.6％ 

営業利益 55 43 12 28.4% 

経常利益 61 107 ▲46 ▲43.5％ 

四半期純利益* 30 126 ▲96 ▲76.3％ 

◆昨年度、四国コカ・コーラ株式売却により減収。 

◆販売影響と原燃料影響はほぼ相殺。原価改善効果
で営業増益。 

◆昨年度の四国コカ・コーラ、理文造紙株式売却に
より、経常利益・四半期純利益共に減少。 
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２．決算概要 － セグメント別概況 
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紙パルプ以外は増益 

売上高 営業利益 

2016年3月期 
第1四半期 

2017年3月期 
第1四半期 

前年 
同期比 

2016年3月期 
第1四半期 

2017年3月期 
第1四半期 

前年 
同期比 

紙パルプ 2,020 1,957 ▲64 29 28 ▲1 

紙関連 221 215 ▲6 8 11 3 

木材・建材・ 
土木建設関連 

143 138 ▲5 6 11 5 

その他 135 43 ▲92 0 5 5 

合計 2,519 2,353 ▲166 43 55 12 

(単位:億円) 
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２．決算概要 － 紙パルプ事業 
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洋紙 ・ 出荷数量：▲3.5％ （国内：▲5.7％、輸出：＋29.9％） 
 →輸出は着実に拡大するも、国内販売は熊本地震影響もあり低迷。 
・ 輸出価格は市況・為替両方の影響により下がっている。 

板紙 ・ 出荷数量：+0.8％ （国内：+0.6％、輸出：+4.8％） 
 →一貫メーカーの内製化影響はあるものの、拡販運動の効果 
  により増販。 

家庭紙 ・ ティッシューペーパー、トイレロール、ヘルスケア製品が 
  堅調に推移。 
 

その他 ・ 電力事業は堅調。 

売上高・営業利益の推移 (単位:億円) 

FY15/3 FY16/3 FY17/3 



２．決算概要 － 紙パルプ事業（洋紙・板紙販売数量） 
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洋紙国内出荷は減少、板紙は回復へ 

日本製紙、日本製紙パピリア、日本製紙クレシアの 
販売数量合計（衛生用紙を除く） 
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新聞用紙・塗工紙 国内販売 

新聞用紙 263 247  ▲6.1%
印刷・情報用紙 579 543  ▲6.2%

塗工紙 316 292  ▲7.7%

非塗工紙 129 122  ▲5.8%

情報用紙 134 129  ▲3.2%

包装・雑種紙他 78 78  ▲0.3%

国内 920 867  ▲5.7%

輸出 62 80 29.9%

洋紙合計 981 947  ▲3.5%
段ボール原紙 299 301 0.6%
紙器用板紙他 89 89 0.4%

国内 388 390 0.6%

輸出 23 24 4.8%

板紙合計 411 414 0.8%

洋紙・板紙合計 1,392 1,361  ▲2.2%

(単位：千ｔ)
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２．決算概要 － 紙関連事業、木材・建材・土木建設関連事業、その他事業 
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事業概況 売上高・営業利益の推移 

紙関連事業 ・ 紙パック事業は、野菜飲料など清涼  
 飲料向けを中心に堅調で増収増益。 
 
・ ケミカル事業は、ＤＰ・化成品は堅 
  調も液晶材料の販売不振で減収減 
  益。 

木材・建材・ 
土木建設関連事業 

・ 新設住宅着工戸数が増加したことや、 
  ブラジル子会社 Amapa Florestal e  
  Celulose S.A. (Amcel)を新規連結  
  したことにより増益。 
 

その他事業 ・ 物流事業、レジャー事業とも 
  堅調に推移。 
 
※四国コカ・コーラを前年度２Ｑに除外 

売上高 営業利益 

(単位:億円) 
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（単位：億円） 

２．決算概要 － 営業利益増減要因 
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販売数量減・輸出価格下落も 

原燃料価格・原価改善により増益 

営業利益 ＋12億円 

2016年3月期 
第1四半期 

2017年3月期 
第1四半期 

数量・売価 

原価改善 

その他 

43 55 

原燃料価格 

↓ ▲45 

↓ ▲2 

↑ ＋49 

↑ ＋10 



(単位:億円) 

３．2017年3月期 業績見通し － 概要 

* 親会社株主に帰属する当期純利益 

2017年3月期 
見通し 

2016年3月期 
実績 

前年同期比 

増減額 増減率 

売上高 10,000 10,071 ▲71 ▲0.7％ 

営業利益 320 226 94 41.4％ 

経常利益 320 171 149 86.9％ 

当期純利益* 180 24 156 642.3％ 

◆ 2017年3月期の業績見通しにつきましては、 

  2016年5月13日発表数値から変更ありません。 

◆ 特種東海製紙との事業提携および米国ウェア―ハウザー社の 

  液体用紙容器原紙事業譲り受けの影響は織り込んでいません。 
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当資料に記載されている見通しに関する内容については、種々の前提に
基づいたものであり、記載された将来の計画数値、施策の実現を確約し
たり、保証するものではありません。 

＜注意事項＞ 


